
鎌
倉
期
に
お
け
る
真
言
法
流
の
北
関
東
へ
の
伝
播

―
下
野
国
医
王
寺
を
事
例
に
―

風
　
間
　
弘
　
盛

豊
山
学
報
・
第
六
六
号

弘
法
大
師
御
生
誕
千
二
百
五
十
年

記
　
念
　
特
　
別
　
号
　
抜
　
刷

令
和
五
年
三
月
発
行

真
言
宗
豊
山
派
総
合
研
究
院
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鎌
倉
期
に
お
け
る
真
言
法
流
の
北
関
東
へ
の
伝
播

―
下
野
国
医
王
寺
を
事
例
に
―

風　

間　

弘　

盛

は
じ
め
に

真
言
法
流
が
東
国
に
流
入
し
始
め
た
の
は
、
平
安
時
代
畿
内
よ
り
流
人
が
流
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
伊
豆
に
早
く
か
ら
真
言
宗

が
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
現
在
の
熱
海
市
に
あ
る
伊
豆
走
湯
山
（
現
伊
豆
山
神
社
）
は
、
鎌
倉
幕
府
の
創
立
以
前
か
ら
、
関
東
に
お

け
る
真
言
密
教
の
拠
点
で
あ
り
、
幕
府
創
立
後
は
源
頼
朝
（
一
一
四
七
～
一
一
九
九
）
に
よ
っ
て
保
護
を
受
け
た
（
１
）。

関
東
に
お
い
て
真
言
宗
が
劇
的
に
展
開
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
鎌
倉
幕
府
の
創
立
で
あ
る
。
政
治
的
勢
力
が
関
東
鎌

倉
に
出
現
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
政
治
と
宗
教
が
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
真
言
密
教
が
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
展
開

す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）、
鶴
岡
八
幡
宮
寺
が
源
頼
朝
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
る
と
、
多
く
の
名
僧
が
京
都
よ
り
招
か
れ
た
。
現
在

神
社
と
な
っ
て
い
る
鶴
岡
八
幡
宮
は
、
供
僧
二
十
五
口
が
お
か
れ
た
寺
院
で
あ
り
、
そ
の
供
僧
に
は
東
密
・
台
密
双
方
の
僧
侶
が

任
命
さ
れ
法
要
を
執
行
し
て
い
た
（
２
）。
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ま
た
醍
醐
寺
三
宝
院
流
成
賢
流
の
祖
・
成
賢
（
一
一
六
二
～
一
二
三
一
）
は
、
多
く
の
資
に
瀉
瓶
し
、
さ
ら
に
多
く
の
法
流
を
生
み

出
す
。
中
で
も
意
教
上
人
頼
賢（
一
一
九
六
～
一
二
七
三
）は
、幕
府
の
招
き
で
鎌
倉
常
楽
寺
の
開
山
と
な
り
、そ
の
弟
子
慈
猛（
一
二
一
二

～
一
二
七
七
）
は
、
下
野
薬
師
寺
を
中
心
に
活
躍
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
法
流
は
、
下
野
国
小
俣
鶏
足
寺
頼
尊
（
一
二
四
四
～
一
三
一
六
）

に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
法
灯
は
関
東
各
地
に
栄
え
た
（
３
）。

ま
た
同
じ
く
頼
賢
の
弟
子
願
行
上
人
憲
静
（
？
～
一
二
九
五
）
は
、
鎌
倉
大
楽
寺
の
公
珍
に
瀉
瓶
し
、
そ
の
法
灯
は
武
蔵
な
ど
関

東
南
部
に
広
ま
っ
た
。
ま
た
憲
静
よ
り
法
を
受
け
た
、
伊
豆
妙
静
上
人
宥
祥
の
流
れ
は
、
常
陸
に
伝
わ
り
、
佐
久
山
方
と
し
て
当

地
で
栄
え
た
（
４
）。

宥
祥
は
教
学
面
に
お
い
て
も
知
ら
れ
る
。
大
日
経
の
研
究
に
生
涯
を
さ
さ
げ
、
京
都
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
た
。
宥
祥
の
教

学
を
伊
豆
教
学
・
伊
豆
の
伝
と
い
う
。
宥
祥
の
弟
子
に
宥{

・
源
暹
ら
が
い
る
。
宥{

は
常
陸
国
佐
久
山
浄
瑠
璃
光
寺
に
止
住
し
、

宥
祥
の
伊
豆
流
教
学
を
伝
え
た
。
宥{
の
資
に
は
高
野
山
の
学
匠
宥
快
が
い
る
。
源
暹
に
つ
い
て
は
詳
し
く
分
か
ら
な
い
が
、
東

寺
の
学
匠
頼
宝
・
杲
宝
（
一
三
〇
六
～
一
三
六
二
）
に
影
響
を
あ
た
え
た
。

関
東
に
広
ま
っ
た
法
流
は
他
に
蓮
念
（
仁
寛
）
の
立
川
流
、西
大
寺
流
の
忍
性
（
一
二
一
七
～
一
三
〇
三
）
な
ど
の
流
れ
が
伝
わ
っ
た
。

特
に
鎌
倉
で
は
多
く
の
真
言
僧
が
一
時
止
住
し
た
り
、
長
く
拠
点
を
構
え
た
。
光
宝
方
の
光
宝
（
一
一
七
七
～
一
二
三
九
）、
報
恩
院

流
系
統
の
佐
々
目
流
の
守
海（
一
二
〇
七
～
一
二
六
六
）、随
心
院
流
の
厳
海（
一
一
七
三
～
一
二
五
一
）・
厳
恵
等
、忍
辱
山
の
定
豪（
一
一
五
二

～
一
二
三
八
）、
金
剛
王
院
流
の
実
賢
（
一
一
七
六
～
一
二
四
九
）・
勝
円
（
一
二
三
〇
～
一
二
七
八
）
な
ど
で
あ
る
（
５
）。

こ
の
よ
う
に
関
東
に
お
い
て
も
、
鎌
倉
幕
府
成
立
以
降
、
多
く
の
真
言
僧
が
下
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
僧
侶
や
、
そ
の
法

流
を
受
け
た
僧
侶
が
、
関
東
に
拠
点
を
構
え
て
、
関
東
の
多
く
の
真
言
密
教
寺
院
の
基
を
な
し
た
。

今
回
は
そ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
京
都
か
ら
鎌
倉
へ
、
そ
し
て
鎌
倉
か
ら
北
関
東
の
寺
院
へ
伝
わ
っ
て
い
た
史
料
を
示

し
な
が
ら
、
中
世
北
関
東
に
お
け
る
真
言
密
教
僧
そ
し
て
聖
教
が
往
来
し
て
い
っ
た
過
程
を
見
て
み
た
い
。
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鎌倉期における真言法流の北関東への伝播（風間）

一
、
称
名
寺
聖
教
「
三
珍
」、「
三
宀
代
子
」
に
見
ら
れ
る
法
流
授
受

次
の
史
料
は
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
称
名
寺
聖
教
類
の
う
ち
、
鎌
倉
大
門
寺
に
お
い
て
、
定
融
と
空
円
と
い
う
僧
侶
に
関
係
し
た

聖
教
、「
三
珍
」「
三
宀
代
子
」
上
・
下
の
奥
書
で
あ
る
。

ま
ず
「
三
珍
」
は
三
宝
院
流
の
「
三
宝
」
の
事
と
思
わ
れ
る
。
内
題
に
「
三
珍
宛
相
承
事
」
と
あ
り
、
三
宝
院
流
相
承
の
こ
と

を
記
し
た
聖
教
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
三
宝
院
定
海
が
、
弟
子
の
元
海
の
質
問
に
答
え
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
三
珍
」

に
つ
い
て
は
、
櫛
田
良
洪
氏（６
）が

触
れ
て
い
る
が
、
詳
ら
か
に
検
証
は
し
て
お
ら
れ
な
い
。

外
題
「
三
珍
」	

内
題
「
三
珍
宛
相
承
事
」（
称
名
寺
聖
教
二
八
九
函
二
五
号
）

（
末
尾
）
書
本
云

	
	

乾
元
元
年
八
月
一
日
、
於
鎌
倉
大
門
寺

	
	

以
宗
大
事
、
授
空
円
上
人
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
權
僧
正
定
融
七
十
六
才

	

仰
云
、
此
事
非
嫡
弟
者
、
不
可
聞
名
字
也
云
々

次
に
「
三
宀
代
子
」
は
、
醍
醐
寺
勝
憲
（
勝
賢
）
が
守
覚
法
親
王
に
授
け
た
な
ど
の
文
言
や
、
実
賢
の
名
前
が
出
て
く
る
内
容
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
醍
醐
三
宝
院
流
系
統
の
金
剛
王
院
流
の
聖
教
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
そ
の
奥
書
を
掲
げ
る
。
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「
三
宀
代
子
」
上
（
称
名
寺
聖
教
二
八
九
函
二
八
号
一
）

（
末
尾
）
御
本
云

	
	

　
御
自
筆

	
	

乾
元
二
年
於
大
門
寺
、
已
上
大
事
等

	
	

空
円
上
人
奉
授
了
、					

在
御
判

七
十　

	
	

　
　
　
　

權
僧
正
定
融
生
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	　
　
　

	

五
歳

　
　

	
	

御
本
云

	
	

乾
元
二
年
癸卯

三
月
廿
七
日
、
賜
師
主
御

	
	

本
而
、
於
千
秋
寺
一
夜
ニ
馳
筆
了
、

	
	
	

晴
空
四
十
二
才

	
	

元
亨
三
年
十
月
二
日
、
已
上

	
	

大
事
等
定
俊
上
人
奉
授
畢

																									　
　
　
　
　
　
　

	

生
年
五
三

	
	
	

金
剛
佛
子
定
空

	
	
	

	

（
花
押
）

	
	

元
亨
三
年　

九
月
十
五
日
書
寫
了
、

	
	

　
　

雖
五
日
賜
之
、
旦
那
祈
祷
一
七
个
日
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鎌倉期における真言法流の北関東への伝播（風間）
	

	

　
　

承
之
間
、
日
數
延
引
也

	
	

　
　

賜
師
主
御
本
、
於
伴
田
寺
客
坊
寫
之
了

	
	
	

定
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
交
了
、

「
三
宀
代
子
」
下
（
称
名
寺
聖
教
二
八
九
函
二
八
号
二
）

（
表
末
尾
）
御
本
云

	
	

　
御
自
筆

	
	

乾
元
二
年
三
月
晦
日
、
於
大
門
寺

	
	

空
円
上
人
奉
授
畢

	
	

　
　

前
權
僧
正
定
融　
　
　
在
御
判

	
	

元
亨
三
年
十
月
日
、
於
醫
王
寺

	
	

已
上
定
俊
上
人
奉
授
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	 　
　
　
　
　

法
才
廿
七
夏

	
	
	

佛
資
定
空

	
	
	

	

（
花
押
）

（
裏
末
尾
）
御
本
云

	
	

乾
元
二
年
癸卯

三
月
廿
八
日
亥
刻
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賜
師
主
御
本
寫
之
了

	
	
	

　
　
　

	

晴
空
六
七
才

	
	

　
　

一
交
了　
　
　

定
俊

こ
れ
ら
の
三
点
の
奥
書
の
う
ち
乾
元
年
間
の
記
事
を
年
表
に
す
る
と
次
の
表
一
の
よ
う
に
な
る
。

表
一

　年
号

西
暦

事
項

史
料

乾
元
元
年

一
三
〇
二

八
月
一
日
、
定
融
が
鎌
倉
大
門
寺
に
お
い
て
宗
の
大
事
を
空
円
に
授
け
る

「
三
珍
」

乾
元
二
年

（
嘉
元
元
）

一
三
〇
三

三
月
二
七
日
、
晴
空
、
師
主
の
御
本
を
、
千
秋
寺
に
お
い
て
書
写
す
る

「
三
宀
代
子
」
上

乾
元
二
年

一
三
〇
三

三
月
二
八
日
亥
刻
、
晴
空
、
師
主
の
御
本
を
書
写
す
る

「
三
宀
代
子
」
下

乾
元
二
年

一
三
〇
三

定
融
、
大
門
寺
に
お
い
て
空
円
に
授
け
る

「
三
宀
代
子
」
上

乾
元
二
年

一
三
〇
三

三
月
晦
日
、
定
融
、
大
門
寺
に
お
い
て
空
円
に
授
け
る

「
三
宀
代
子
」
下

と
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
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二
、
定
融
に
つ
い
て　
　

次
に
、
前
掲
史
料
に
出
て
く
る
人
物
、
定
融
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

表
二
（『
真
言
宗
全
書
』
第
三
九
巻
所
収
の
史
料
は
、
頁
数
と
上
下
段
の
み
記
載
）

年
号

西
暦

事
項

史
料

安
貞
元
年

ま
た
は

寛
喜
元
年

一
二
二
七

ま
た
は

一
二
二
九

寺
門
派
阿
闍
梨
兼
尊
律
師
の
真
弟
子
と
し
て
生
ま
れ
る

『
尊
卑
分
脈
』

正
嘉
二
年

一
二
五
八

大
門
寺
僧
正
定
清
よ
り
、
三
宝
院
方
金
剛
王
院
流
定
清
方
の
灌
頂
を
受

け
る

二
四
四
頁
下
段

正
元
元
年

一
二
五
九

九
月
二
八
日
か
ら
、
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
七
月
八
日
ま
で
の
間
の
、

定
清
が
開
壇
し
た
灌
頂
に
、
役
僧
と
し
て
十
回
出
仕
す
る

二
四
五
頁
下
段

～
二
四
九
頁
下
段

文
永
二
年

一
二
六
五

三
月
一
八
日
、
大
門
寺
に
お
い
て
、「
請
書
領
状
抄
」
を
写
書
し
、「
已

灌
頂
権
律
師
定
融
」
と
記
す

「
請
書
領
状
抄
」（
称
名

寺
聖
教
三
二
四
函
四
一

号
）

		

同

同

四
月
二
〇
日
、
大
門
寺
に
お
い
て
、「
掌
内
略
要
抄
」
を
写
書
し
、「
已

灌
頂
権
律
師
定
融
」
と
記
す

「
掌
内
略
要
抄
」（
称
名

寺
聖
教
一
一
八
函
七
号
）
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文
永
四
年

一
二
六
七

定
清
よ
り
忍
辱
山
流
受
法

二
四
八
頁
上
段

建
治
二
年

一
二
七
六

九
月
一
六
日
鎌
倉
大
門
寺
灌
頂
堂
に
お
い
て
、
勝
円
が
定
意
に
授
け
た

灌
頂
で
、
僧
都
定
融
が
教
授
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
年
未
詳
な
が
ら
、

勝
円
よ
り
重
受
し
て
い
る

二
七
三
頁
下
段

二
七
三
頁
上
段

弘
安
三
年

一
二
八
〇

大
門
寺
定
清
、
寂
す

正
応
三
年

一
二
九
〇

四
月
二
五
日
、
佐
々
目
御
影
堂
に
お
い
て
、
頼
助
が
頼
演
に
授
法
す
る
。

定
融
は
護
摩
師

二
九
一
頁
上
段

正
応
六
年

一
二
九
三

五
月
五
日
、
佐
々
目
御
影
堂
に
お
い
て
、
頼
助
が
頼
什
に
授
法
す
る
。

定
融
は
護
摩
師

二
九
二
頁
下
段

年
未
詳

年
未
詳
な
が
ら
定
融
法
印
、
頼
助
よ
り
重
受

二
九
二
頁
上
段

乾
元
元
年

一
三
〇
二

権
僧
正
定
融
、
鎌
倉
大
門
寺
で
授
法
活
動

	

表
一

嘉
元
二
年

一
三
〇
四

七
月
六
日
、
卒
去	

七
六
ま
た
は
七
八
歳

二
九
二
頁
上
段

定
融
は
、『
尊
卑
分
脈（７
）』
に
よ
る
と
、
天
台
寺
門
派
阿
闍
梨
兼
尊
律
師
の
真
弟
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
年
は
「
三
珍
」
に
乾

元
元
年
（
一
三
〇
二
）
八
月
一
日
の
時
に
七
十
六
歳
と
あ
り
、「
三
宀
代
子
」
上
に
は
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
七
十
五
歳
と
あ
る
の
で
、

安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
か
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
の
生
ま
れ
と
な
る
。
曾
祖
父
の
藤
原
尹
通
（
一
〇
八
一
～
一
一
二
二
）
は
正
五
位
・

左
衛
門
権
佐
に
叙
任
さ
れ
た
平
安
後
期
の
貴
族
な
の
で
、
定
融
も
京
都
近
辺
の
生
ま
れ
と
思
わ
れ
る
。

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
鎌
倉
で
活
動
を
始
め
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
定
融
三
十
歳
頃
の
時
、
大
門
寺
僧
正
定
清
（
一
一
八
五
～

一
二
八
〇
）
よ
り
三
宝
院
方
金
剛
王
院
流
定
清
方
の
灌
頂
を
受
け
る
（
８
）。

ま
た
、
金
剛
王
院
流
に
関
し
て
い
え
ば
、
勝
円
よ
り
金
剛
王
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院
流
を
重
受
し
て
い
る
。

文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
四
十
歳
頃
、同
じ
く
定
清
よ
り
忍
辱
山
流
を
受
け
て
い
る
（
９
）。

定
清
の
正
嫡
で
あ
り
、権
僧
正
に
任
じ
ら
れ
、

鎌
倉
大
門
寺
で
伝
授
を
行
っ
て
い
る
。

大
門
寺
は
先
学
に
よ
る
と
、
鎌
倉
大
倉
の
地
に
あ
っ
た
真
言
寺
院
で
、
大
倉
阿
弥
陀
堂
と
も
言
う
。
有
力
御
家
人
後
藤
氏
と
関

係
が
深
い
寺
院

A
C
B

で
、定
融
の
師
、定
清
は
、『
尊
卑
分
脈

A
D
B

』
に
よ
る
と
、御
家
人
後
藤
基
清
の
子
で
あ
る
。
定
清
は
大
門
寺
別
当
で
あ
っ

た
。「

忍
辱
山
幸
心
血
脈
」
に
は
、「
又
定
豪
、
定
清
、
定
融
以
来
定
関
東
有
レ
之
」
と
あ
り
、
関
東
に
お
け
る
一
流
を
な
し
て
お
り

A
E
B

、

定
融
も
定
清
も
「
定
」
の
字
が
示
す
よ
う
に
、
鎌
倉
か
ら
畿
内
の
東
密
仏
教
界
に
威
を
振
る
っ
た
定
豪

A
F
B

に
連
な
る
一
門
で
あ
っ
た
。

定
豪
の
有
力
な
後
継
者
だ
っ
た
定
親
が
鎌
倉
か
ら
追
放
さ
れ
る
と
、
定
清
は
鎌
倉
に
お
け
る
東
密
を
支
え
る
人
物
と
し
て
活
動

し
た
。
ま
た
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
醍
醐
寺
実
賢
が
、
鎌
倉
に
下
向
す
る
と
、
定
清
は
実
賢
と
強
く
関
係
を
構
築
し
、
そ
の
金
剛

王
院
流
の
灌
頂
弟
子
と
な
り
、
自
ら
も
定
清
方
の
祖
と
し
て
、
三
宝
院
流
を
三
十
四
名
に
、
忍
辱
山
流
を
二
十
二
名
に
伝
え
た

A
G
B

。

定
清
亡
き
後
の
大
門
寺
別
当
は
、定
融
が
な
っ
た
と
思
わ
れ
、そ
の
法
流
を
大
門
寺
を
拠
点
に
盛
ん
に
伝
え
た
。「
三
珍
」
も
「
三

宀
代
子
」
も
、
定
清
よ
り
定
融
に
伝
え
ら
れ
た
、
大
門
寺
の
三
宝
院
（
金
剛
王
院
）
流
の
聖
教
な
の
で
あ
ろ
う
。
定
融
は
嘉
元
二

年
（
一
三
〇
四
）
七
月
六
日
卒
去
し
て
い
る

A
H
B

。

三
、
空
円
・
晴
空
に
つ
い
て

次
に
「
三
珍
」
と
「
三
宀
代
子
」
に
登
場
す
る
人
物
の
う
ち
、
空
円
と
晴
空
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
空
円
と
晴
空
は
何
者
か
。

晴
空
が
書
写
し
た
「
三
宀
代
子
」
上
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
伴
田
寺
」「
醫
王
寺
」
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
江
戸
幕
府
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寺
院
本
末
集
成

A
I
B

』
に
よ
る
と
、
こ
れ
に
該
当
す
る
寺
院
に
下
野
国
都
賀
郡
半
田
村
医
王
寺
が
あ
る
。

同
寺
の
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
編
纂
さ
れ
た
「
下
野
国
都
賀
郡
半
田
村
醫
王
寺
住
持
代
數
帳

A
J
B

」
に
、

下
野
国
都
賀
郡
半
田
村

										
醫
王
寺
住
持
代
數
帳

開
山
隆
印
比
丘

第
二
晴
空
比
丘

第
三
定
空
比
丘

（
後
略
）

と
あ
り
、
晴
空
は
第
二
世
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
確
実
な
史
料
と
し
て
、
医
王
寺
吉
祥
天
立
像
納
入
品
に
、
晴
空
直

筆
の
「
金
光
明
最
勝
王
経　

巻
八
大
吉
祥
天
女
品
・
同
大
吉
祥
天
女
増
長
財
物
品
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
奥
書
に
、

正
和
二
年
丑癸

十
一
月
六
日
、
為
利
益
有
情
、
此
経
文
可
奉

籠
大
吉
祥
天
女
御
身
中
也　

空
円
坊
晴
空
五
十　

二
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
夏
十
九

と
あ
り
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
五
十
二
歳
の
空
円
坊
晴
空
が
、
医
王
寺
吉
祥
天
に
「
金
光
明
最
勝
王
経
」
を
収
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
即
ち
空
円
と
は
晴
空
の
仮
名
で
あ
る
。

ま
た
「
三
宀
代
子
」
上
と
下
に
よ
っ
て
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
の
年
齢
が
「
四
十
二
歳
」
と
「
六
十
七
歳
」
の
二
通
り
出
て
く

る
が
、「
四
十
二
歳
」
が
正
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
正
和
二
年
で
「
法
夏
十
九
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
乾
元
元
年
の
頃
の
晴
空
は
、

法
臈
九
年
と
な
り
、
出
家
得
度
し
て
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
年
数
を
重
ね
て
お
ら
ず
、
僧
侶
と
し
て
浅
い
こ
と
も
分
か
る
。

こ
の
事
か
ら
乾
元
元
年
（
一
三
〇
二
）
か
ら
二
年
に
か
け
て
晴
空
が
鎌
倉
大
門
寺
の
聖
教
を
書
写
し
、
晩
年
の
定
融
か
ら
伝
授
を
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受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
他
晴
空
は
、「
灌
頂
五
重
决
疑
」（
称
名
寺
聖
教
二
九
八
函
八
号
）
に
、

晴
空(
表
紙
左
下
）

永
仁
五
年
丁
酉
十
一
月
廿
三
日
於
武
州
諸
塚
書
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴
空

と
あ
り
、
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
十
一
月
二
十
三
日
、
武
蔵
国
諸
塚
に
お
い
て
、「
灌
頂
五
重
决
疑
」
を
書
写
し
て
お
り
、
鎌
倉

以
外
で
の
書
写
活
動
も
う
か
が
え
る
。

千
秋
寺
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
鎌
倉
内
か
近
郊
の
寺
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
大
楽
寺
が
千
秋
寺
で
は
な
い
か
と

い
う
説
も
あ
る
が
、
確
定
は
出
来
な
い
A
K
B

。
金
沢
文
庫
所
蔵
「
言
説
集

A
L
B

」
に
は
「
千
秋
谷
」
と
い
う
地
名
が
出
て
く
る
。
千
秋
寺
と

の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。

「
三
宀
代
子
」
上
下
と
も
に
、
千
秋
寺
で
書
写
さ
れ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
乾
元
二
年
三
月
二
十
七
・
二
十
八
日
の
両
日
で
書
写

を
終
わ
り
、
同
月
晦
日
に
大
門
寺
で
伝
授
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
、
鎌
倉
内
か
近
郊
と
い
う
説
に
合
致
す
る
。

四
、
晴
空
書
写
聖
教
の
下
野
医
王
寺
へ
の
伝
来
と
称
名
寺
へ
の
環
流

晴
空
が
、
鎌
倉
大
門
寺
の
聖
教
「
三
珍
」「
三
宀
代
子
」
そ
し
て
武
蔵
国
諸
塚
で
書
写
し
た
「
灌
頂
五
重
决
疑
」
の
動
き
に
つ

い
て
考
え
た
い
。
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下
野
国
都
賀
郡
半
田
医
王
寺
に
伝
来
し
た
「
三
宀
代
子
」
は
、「
於
伴
田
寺
客
坊
寫
之
了　

定
俊
」
と
あ
る
よ
う
に
、
元
亨
三

年
（
一
三
二
三
）
九
月
十
五
日
、
定
俊
が
伴
田
寺
即
ち
医
王
寺
の
客
坊
に
お
い
て
て
書
写
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

ま
た
「
元
亨
三
年
十
月
日
、
於
醫
王
寺　

已
上
定
俊
上
人
奉
授
了　

佛
資
定
空
」
と
あ
る
よ
う
に
、
十
月
そ
れ
ら
の
聖
教
の
内

容
を
、
定
空
が
定
俊
に
伝
授
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

書
写
し
伝
授
を
受
け
た
定
俊
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
伝
授
を
し
た
定
空
は
医
王
寺
第
三
世
と
さ
れ
、
晴
空
の
後
継

住
職
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
晴
空
が
書
写
し
た
聖
教
は
下
野
国
半
田
医
王
寺
の
聖
教
と
し
て
伝
来
し
、
そ
れ
を
受
け
継

い
だ
医
王
寺
第
三
世
の
定
空
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
の
で
あ
る

A
M
B

。

京
都
か
ら
鎌
倉
に
伝
え
ら
れ
た
聖
教
と
そ
の
教
え
が
、
さ
ら
に
鎌
倉
で
書
写･

伝
授
さ
れ
北
関
東
の
寺
院
へ
伝
来
し
、
聖
教
と

と
も
に
、
そ
の
教
え
を
理
解
す
る
僧
侶
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
聖
教
は
現
在
医
王
寺
に
は
存
在
せ
ず
、
金
沢
文
庫
に
あ
る
の
で
、
医
王
寺
か
ら
さ
ら
に
金
沢
称
名
寺
へ
伝
来
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
医
王
寺
で
書
写
し
伝
授
を
受
け
た
定
俊
が
、
称
名
寺
に
も
た
ら
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
京
都
醍
醐
寺
実
賢
→
鎌
倉
大
門
寺
定
清
・（
勝
円
）
→
定
融
→
下
野
国
半
田
医
王
寺
晴
空
・
定
空
・
定
俊
→
金
沢
称
名
寺
と
、

聖
教
が
伝
来
し
、
ま
た
僧
侶
が
行
き
来
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
一
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
真
言
密
教
が
北
関
東
に
伝
来
す
る
素
地
と
し
て
、そ
の
地
方
に
お
け
る
檀
越
の
存
在
が
上
げ
ら
れ
る
。「
三
宀
代
子
」

上
に
は
「
旦
那
祈
祷
」
と
あ
り
、
こ
の
旦
那
が
定
俊
の
旦
那
な
の
か
、
医
王
寺
定
空
の
旦
那
な
の
か
不
明
だ
が
、
御
家
人
な
ど
そ

の
地
域
の
有
力
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
様
な
寺
院
を
後
援
す
る
檀
越
の
宗
教
的
要
求
に
応
え
る
た
め
に
も
、
僧
侶
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と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
も
鎌
倉
で
聖
教
を
書
写
し
、
学
匠
に
つ
い
て
学
び
、

ま
た
田
舎
寺
院
で
も
聖
教
を
集
積
し
、
そ
れ
を
理
解
す
る
僧
侶
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
一
文
で
も
あ
る
。

註（
１
）
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
四
八
二
頁
、
一
九
六
四
年
、
山
喜
房
仏
書
林

（
２
）
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
四
八
八
頁
、
貫
達
人
『
鶴
岡
八
幡
宮
寺
』
三
三
～
三
四
頁
、
一
九
九
六
年
、
有
隣
堂

（
３
）
小
此
木
輝
之
『
中
世
寺
院
と
関
東
』
三
三
三
頁
、
二
〇
〇
二
年
、
青
史
出
版

（
４
）櫛
田
良
洪『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』五
〇
三
頁
、内
山
純
子「
常
陸
に
お
け
る
真
言
宗
の
展
開
」（『
東
国
に
お
け
る
仏
教
諸
宗
派
の
展
開
』

一
九
九
〇
年
、
そ
し
え
て
）、「
佐
久
山
方
と
醍
醐
寺
末
の
真
言
宗
」（『
茨
城
県
史
中
世
編
』
一
九
八
六
年
、
茨
城
県
）、
坂
本
正
仁
「
中
世
関

東
に
お
け
る
真
言
宗
教
団
の
展
開
―
常
陸
・
北
下
総
の
実
勝
方
の
場
合
―
」（『
日
本
仏
教
史
学
』
第
二
十
号
、一
九
八
五
年
、日
本
仏
教
史
学
会
）

（
５
）
平
雅
行
「
鎌
倉
真
言
派
の
展
開
―
随
心
院
流
を
中
心
に
―
」『
人
間
文
化
研
究
』
四
七
、二
〇
二
一
年
、
同
「
定
豪
と
そ
の
弟
子
―
鎌
倉
真
言

派
の
成
立
・
展
開
―
」『
人
間
文
化
研
究
』
四
五
、二
〇
二
〇
年
、
同
「
鎌
倉
中
期
に
お
け
る
鎌
倉
真
言
派
の
僧
侶
―
良
瑜
・
光
宝
・
実
賢
―
」『
待

兼
山
論
叢
史
学
篇
』
四
三
、二
〇
〇
九
年
、
櫛
田
良
洪
「
関
東
に
お
け
る
東
密
の
展
開
」『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
四
八
一
頁
以
下

（
６
）『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
六
五
六
頁
、
一
九
六
四
年
、
山
喜
房
仏
書
林

（
７
）『
尊
卑
分
脈
』
第
二
篇
、
四
八
五
頁

（
８
）「
血
脈
類
集
記
」『
真
言
宗
全
書
』
第
三
九
巻
、
二
四
四
頁
下
段

（
９
）「
血
脈
類
集
記　

第
十
一
」『
真
言
宗
全
書
』
第
三
九
巻
、
二
四
八
頁
上
段

（
10
）
高
橋
慎
一
朗
「
中
世
鎌
倉
に
お
け
る
将
軍
御
所
の
記
憶
と
大
門
寺
」（『
中
世
都
市
の
力
』
二
〇
一
〇
年
、
高
志
書
院
）

（
11
）『
尊
卑
分
脈
』
第
二
篇
、
三
九
四
頁

（
12
）「
野
澤
血
脈
集
」『
真
言
宗
全
書
』
第
三
九
巻
、
四
三
五
頁
上
段

（
13
）定
豪
の
経
歴
を
、先
学（
上
田
敍
代「
鎌
倉
止
住
僧
定
豪
に
つ
い
て
―
そ
の
系
譜
と
寺
職
獲
得
の
経
過
の
検
討
―
」（『
学
習
院
史
学
』第
三
三
号
、

一
九
九
五
年
三
月
）、
平
雅
行
「
定
豪
と
鎌
倉
幕
府
」（
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
編
『
古
代
中
世
の
社
会
と
国
家
』
清
文
堂
出
版
、
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一
九
八
八
年
）
に
よ
り
述
べ
る
と
、
広
沢
六
流
忍
辱
山
流
の
第
三
祖
。
定
豪
は
醍
醐
源
氏
の
中
で
も
傍
流
で
あ
り
、
仁
和
寺
の
「
遠
所
別
院
」

忍
辱
山
を
継
承
し
た
。
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
定
豪
四
十
歳
の
と
き
鶴
岡
八
幡
宮
供
僧
に
任
じ
ら
れ
、
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
三
代
将

軍
源
実
朝
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
を
契
機
に
、
承
久
二
年
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
に
任
命
さ
れ
、
一
躍
仏
教
界
の
重
要
人
物
と
な
っ
た
。
の
ち
大
伝

法
院
座
主
や
東
寺
一
長
者
を
勤
め
、
勢
力
を
振
る
っ
た
。

（
14
）
平
雅
行
「
定
豪
と
そ
の
弟
子
―
鎌
倉
真
言
派
の
成
立
・
展
開
―
」『
人
間
文
化
研
究
』
四
五
号
、
二
〇
二
〇
年

（
15
）「
血
脈
類
集
記
」『
真
言
宗
全
書
』
第
三
九
巻
、
二
九
二
頁
上
段

（
16
）『
江
戸
幕
府
寺
院
本
末
集
成
』
中
巻
、
一
六
一
〇
頁

（
17
）
医
王
寺
文
書
イ
一
一
五

（
18
）
貫
達
人
・
川
副
武
胤
著
『
鎌
倉
廃
寺
事
典
』
一
一
八
・
一
四
三
頁
、
一
九
八
〇
年
、
有
隣
堂

（
19
）
金
沢
文
庫
所
蔵
称
名
寺
聖
教
二
七
四
函
一
号
一
五
・
一
八
、神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
『
五
寸
四
方
の
文
学
世
界
―
重
要
文
化
財
「
称
名
寺
聖
教
」

唱
導
資
料
目
録
―
』
二
五
頁
）
に
は
「
千
秋
谷
」
と
い
う
地
名
が
出
て
く
る
。
千
秋
寺
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
が
、
課
題
と
し
た
い
。

（
20
）
た
だ
し
、
医
王
寺
は
い
つ
か
ら
か
、
中
世
の
間
、
鶏
足
寺
の
慈
猛
意
教
流
を
相
承
す
る
。
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